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(百万円未満切捨て)

１. 2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 16,357 5.6 1,763 △2.2 1,560 △8.9 1,036 △11.5
2021年12月期第３四半期 15,495 68.1 1,802 309.5 1,711 341.9 1,171 304.4

(注)包括利益 2022年12月期第３四半期 1,196百万円 (△5.7％) 2021年12月期第３四半期 1,267百万円 ( 340.2％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 549.84 －

2021年12月期第３四半期 618.55 －
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 28,251 8,271 29.3

2021年12月期 19,763 7,308 37.0

(参考) 自己資本 2022年12月期第３四半期 8,271百万円 2021年12月期 7,308百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　2021年12月期 － 0.00 － 124.00 124.00

　2022年12月期 － 0.00 －

　2022年12月期(予想) 143.00 143.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）
　 (％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,523 23.1 2,009 8.5 1,900 11.6 1,343 15.1 712.96

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 - 社 (社名) - 、除外 - 社 (社名) -

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期３Ｑ 1,945,000株 2021年12月期 1,945,000株

② 期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 60,000株 2021年12月期 60,000株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 1,885,000株 2021年12月期３Ｑ 1,893,791株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　 当期の経営成績

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米中貿易摩擦の長期化に加え、ウクライナ紛争も長期化の様相を

呈しており、新型コロナウイルスによる中国のロックダウンの影響からサプライチェーンも混乱し、世界的な金利と

物価の上昇、部材供給の遅延を招くなど、依然先行きは不透明な状況が継続しております。

　その中で、当社グループが属しております半導体業界におきましては、新型コロナウイルス感染症対策によるテレ

ワーク（在宅勤務）特需の反動からパソコンの販売台数は伸び悩んでおりますが、次世代通信規格「５Ｇ」は、本格

的な普及期を迎え、データ通信量の増加からデータセンター向けの需要は継続しております。一方で旺盛な需要に対

して各種半導体の供給不足が表面化してきており、こうした需要増加に対応すべく、ファウンドリ各社は積極的な投

資を行っており、メモリーメーカーでも高水準の投資を継続しております。

　 このような経営環境のなか、当社グループにおきましては、新型コロナウイルスによる中国でのロックダウン及び

その影響による部材等の供給遅延により、客先工場の建設に遅延が発生し、中国ファウンドリ向け、韓国メモリーメ

ーカー向け洗浄装置の一部にて、客先での装置立上が第４四半期にずれ込む事態となっております。

　 以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高163億57百万円(前年同期比105.6％)、営業

利益17億63百万円(前年同期比97.8％)、経常利益15億60百万円(前年同期比91.1％)、親会社株主に帰属する四半期純

利益10億36百万円(前年同期比88.5％)となりました。

　なお、当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、

セグメント情報の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は262億２百万円となり、前連結会計年度末に比べ88億63百万円

増加しました。これは主に「商品及び製品」、「仕掛品」及び「原材料及び貯蔵品」の増加によるものでありま

す。

　有形固定資産は14億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億90百万円減少しました。これは「機械及び

装置」の減価償却が進んだこと等によるものであります。

　無形固定資産は53百万円となり、前連結会計年度末に比べ11百万円増加しました。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ84億87百万円増加し、282億

51百万円となりました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は151億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ36億56百万円

増加しました。これは主に「前受金」、「短期借入金」の増加によるものであります。

　固定負債は48億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ38億69百万円増加しました。これは主に「長期借入

金」の増加によるものであります。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ75億25百万円増加し、199

億80百万円となりました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ９億62百万円増加し、82億71百

万円となりました。これは主に「利益剰余金」の増加によるものであります
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の経済環境は、米中貿易摩擦の長期化に加え、ウクライナ紛争も長期化の様相を呈しており、新型コロナウイ

ルスによる中国のロックダウンの影響からサプライチェーンも混乱し、世界的な金利と物価の上昇、部材供給の遅延

を招くなど、引き続き先行きは不透明な状況が続くと予想しております。

　当社グループを取り巻く事業環境では、次世代通信規格「５Ｇ」の本格的な普及期を迎え、データセンター向け需

要が継続し、一方で旺盛な需要に対して各種半導体の供給不足が表面化し、それらに対応すべくファウンドリ各社は

積極的な投資を継続し、メモリーメーカーでもDRAM規格の世代交代への対応、NANDフラッシュの３D構造の高層化対応

など、高水準の投資が継続すると予想されるものの、中国でのロックダウン及びその影響からくる部材等の供給遅延

により客先工場の建設が遅れる等の事態が予想されます。

　このような事業環境を勘案し、連結業績予想につきましては、上期では当初の計画から売上利益ともに減少して推

移しておりますが、遅延していた客先工場の建設も進んでおり、客先での装置立上も挽回できるものと想定し、2022

年２月14日に公表いたしました連結業績予想から変更しておりません。しかしながら、今後の新型コロナウイルス感

染症の流行拡大状況やその収束状況により業績が大きく変動する可能性もありますので、経営環境の動向を注視し、

開示が必要と判断した場合には速やかに開示いたします。

　なお、業績予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,730,327 5,017,431

受取手形及び売掛金 873,878 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,040,049

商品及び製品 4,206,995 6,012,586

仕掛品 3,813,664 5,536,255

原材料及び貯蔵品 2,956,864 6,530,649

その他 757,013 1,065,263

流動資産合計 17,338,743 26,202,235

固定資産

有形固定資産 1,918,474 1,428,275

無形固定資産 42,306 53,981

投資その他の資産 464,297 567,158

固定資産合計 2,425,078 2,049,414

資産合計 19,763,821 28,251,650

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,083,745 2,161,720

短期借入金 3,950,000 5,150,000

1年内返済予定の長期借入金 482,712 556,840

リース債務 2,282 3,429

未払法人税等 501,195 366,444

前受金 3,249,585 5,824,717

賞与引当金 27,386 274,446

製品保証引当金 369,940 400,632

その他 805,623 390,374

流動負債合計 11,472,471 15,128,605

固定負債

長期借入金 916,480 4,777,450

リース債務 8,505 10,808

役員退職慰労引当金 52,545 58,832

資産除去債務 4,743 4,752

その他 189 68

固定負債合計 982,463 4,851,912

負債合計 12,454,935 19,980,518

純資産の部

株主資本

資本金 571,000 571,000

資本剰余金 558,538 558,538

利益剰余金 6,094,727 6,897,432

自己株式 △170,820 △170,820

株主資本合計 7,053,446 7,856,151

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 255,389 414,955

その他の包括利益累計額合計 255,389 414,955

非支配株主持分 51 25

純資産合計 7,308,886 8,271,132

負債純資産合計 19,763,821 28,251,650
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

売上高 15,495,161 16,357,849

売上原価 11,806,100 12,533,828

売上総利益 3,689,060 3,824,021

販売費及び一般管理費 1,886,270 2,060,201

営業利益 1,802,789 1,763,819

営業外収益

受取利息 3,840 5,447

補助金収入 6,916 8,142

その他 3,981 4,586

営業外収益合計 14,738 18,176

営業外費用

支払利息 35,666 43,760

為替差損 46,747 112,091

支払手数料 22,976 65,789

その他 538 341

営業外費用合計 105,928 221,982

経常利益 1,711,599 1,560,013

特別利益

固定資産売却益 115 －

特別利益合計 115 －

税金等調整前四半期純利益 1,711,715 1,560,013

法人税、住民税及び事業税 620,863 609,903

法人税等調整額 △80,547 △86,335

法人税等合計 540,316 523,568

四半期純利益 1,171,398 1,036,445

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,171,398 1,036,445
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 2021年１月１日
至 2021年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年１月１日
至 2022年９月30日)

四半期純利益 1,171,398 1,036,445

その他の包括利益

為替換算調整勘定 96,523 159,566

その他の包括利益合計 96,523 159,566

四半期包括利益 1,267,922 1,196,011

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,267,922 1,196,011

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

１ 配当金支払額

該当事項はありません。

２ 基準日が前第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が前第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

　当社は、2021年２月１日開催の臨時株主総会において、自己株式60,000株を取得することを決議し、2021年２

月10日に、自己株式60,000株の取得を行っております。この結果、当第２四半期連結累計期間において、自己株

式が170,820千円増加し、当第２四半期連結会計期間末において、自己株式が170,820千円となっております。

当第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

１ 配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年３月30日
定時株主総会

普通株式 233 124 2021年12月31日 2022年３月31日 利益剰余金

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

３ 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、半導体

製造装置の販売において、従来は装置の設置完了時に収益を認識しておりましたが、立上完了時に収益を認識す

ることといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　なお、当該会計方針の変更が四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示し

ております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第

12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との

契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　なお、当該会計基準等の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間(自 2021年１月１日 至 2021年９月30日)

　当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セ

グメント情報の記載を省略しております。

当第３四半期連結累計期間(自 2022年１月１日 至 2022年９月30日)

　当社グループにおける報告セグメントは、半導体事業のみであり、開示情報としての重要性が乏しいため、セ

グメント情報の記載を省略しております。

　


